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家
で
あ
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
男
女

間
格
差
や
不
平
等
指
数
は
O
E
C
D
諸

国
あ
る
い
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
な
か

で
も
平
均
よ
り
大
き
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
前
回
の
女
性
ス
ト
か
ら
四
半
世
紀

以
上
、
い
ま
だ
に
進
ま
な
い
女
性
の
社
会

参
画
や
男
女
間
格
差
の
解
消
な
ど
、
本
稿

で
は
な
ぜ
今
回
の
大
規
模
な
ス
ト
が
発

生
し
、
ど
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
の
か
報

告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
イ
ス
の
女
性
が

置
か
れ
て
い
る
現
状

　

ス
イ
ス
で
男
女
平
等
に
関
す
る
法
律

が
施
行
さ
れ
た
の
は
1
9
9
6
年
。
し
か

し
現
在
で
も
、
様
々
な
格
差
が
根
強
く

残
っ
て
い
ま
す
。
ス
イ
ス
連
邦
統
計
局
の

デ
ー
タ
や
各
種
報
道
を
も
と
に
い
く
つ

か
の
例
を
挙
げ
て
み
る
と
、

賃
金
格
差
：
女
性
の
平
均
月
額
賃
金
は

男
性
に
比
べ
公
共
部
門
で
16
％
低
く
、
民

ス
イ
ス
で
大
規
模
な
女
性
ス
ト
ラ
イ
キ

〜
埋
ま
ら
な
い
男
女
格
差
へ
の
不
満
と
ス
ト
の
効
果
〜

　

2
0
1
9
年
６
月
14
日
、
ス
イ
ス
各

地
に
お
い
て
女
性
の
権
利
向
上
・
男
女

格
差
解
消
を
訴
え
る
大
規
模
な
ス
ト

ラ
イ
キ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ス
ト

参
加
者
数
は
ス
イ
ス
労
働
組
合
連
合

（
S
G
B
）
発
表
で
50
万
人
以
上
。
女
性

ス
ト
と
し
て
は
28
年
振
り
、
規
模
の
大

き
さ
で
は
1
9
1
8
年
の
ゼ
ネ
ス
ト
以

来
1
0
0
年
間
の
ス
イ
ス
労
働
運
動
の

な
か
で
最
大
規
模
の
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
女
性
閣
僚
で
あ
る
シ
モ
ネ
ッ

タ
・
ソ
マ
ル
ガ
環
境
・
運
輸
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
通
信
相
も
デ
モ
行
進
加
わ
り
、

各
国
メ
デ
ィ
ア
が
大
々
的
に
取
り
上
げ

る
な
ど
大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
際
競
争
力
指
数
、
国
連
人
間
開
発

指
数
、
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
指
数
な

ど
、
数
々
の
世
界
ラ
イ
ン
キ
ン
グ
で
常

に
ト
ッ
プ
５
入
り
を
果
た
し
て
い
る
ス

イ
ス
は
、
女
性
の
権
利
、
男
女
平
等
に

関
す
る
分
野
で
も
世
界
有
数
の
平
等
国

間
セ
ク
タ
ー
に
至
っ
て
は
約
20
％
低
く

な
っ
て
い
る
。

雇
用
形
態
格
差
：
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く

男
性
は
82
％
、女
性
は
41
％
。
パ
ー
ト
タ

イ
ム
で
働
く
男
性
は
11
・
2
％
、
女
性
は

44
・
6
％
。
パ
ー
ト
タ
イ
ム
女
性
比
率
は

O
E
C
D
諸
国
の
中
で
オ
ラ
ン
ダ
に
次

い
で
２
番
目
に
大
き
い
。

役
職
・
政
治
参
加
へ
の
格
差
：
企
業
や
機

関
、
政
府
機
関
の
上
・
中
・
下
級
管
理
職

に
就
く
女
性
の
割
合
は
約
36
％
。
O
E

C
D
諸
国
中
11
位
で
メ
キ
シ
コ
、
イ
ギ
リ

ス
よ
り
低
い
。
ま
た
、
ス
イ
ス
の
国
民
議

会（
下
院
）2
0
0
議
席
の
う
ち
女
性
は

64
議
席
の
32
％
。O
E
C
D
諸
国
中
15
位

で
、
イ
タ
リ
ア
、イ
ギ
リ
ス
よ
り
も
低
い
。

育
児
格
差
：
女
性
に
は
14
週
間
の
産
後

育
児
休
業
が
法
律
に
よ
り
認
め
ら
れ
て
い

る
が
、
男
性
の
育
児
休
業
に
つ
い
て
は
法

制
度
の
規
定
が
な
い
た
め
、
結
果
的
に
産

後
育
児
は
女
性
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
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た
。
こ
れ
は
契
約
上
の
地
位
に
か
か
わ
ら

ず
、
あ
ら
ゆ
る
労
働
者
及
び
従
業
員
を
暴

力
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
か
ら
保
護
す
る
こ

と
を
目
指
す
も
の
で
す
。
I
L
O
総
会

開
催
期
間
中
か
つ
、
こ
の
新
条
約
・
勧
告

採
択
の
一
週
間
前
に
行
わ
れ
た
大
規
模

な
女
性
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
採
択
に
難
色
を

示
し
て
い
た
一
部
の
政
府
お
よ
び
経
営

者
の
態
度
を
軟
化
さ
せ
、
最
終
的
に
は
歴

史
的
な
新
条
約
採
択
へ
と
向
か
わ
せ
た

重
要
な
行
動
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

男
性
の
育
児
休
暇
に
つ
い
て
も
政
治

に
お
い
て
変
化
が
表
れ
始
め
て
い
ま
す
。

ス
イ
ス
国
民
議
会（
下
院
）
は
７
月
11
日
、

父
親
に
2
週
間
の
育
児
休
業
を
認
め
る

案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
こ
の

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
に
加
盟
す
る
ス

イ
ス
最
大
産
別
組
合
U
N
I
A
に
よ
る

と
、
こ
う
し
た
格
差
の
ほ
か
、
性
的
暴
力

や
女
性
の
貧
困
、
移
民
女
性
の
社
会
的

統
合
な
ど
に
不
満
を
持
つ
女
性
も
未
だ

に
多
く
存
在
し
て
い
る
と
分
析
し
て
い
ま

す
。
男
女
平
等
法
施
行
か
ら
20
年
以
上
が

過
ぎ
て
も
実
質
的
に
解
消
さ
れ
な
い
男

女
間
格
差
や
不
平
等
・
理
不
尽
な
社
会
に

対
し
、
職
種
・
産
業
・
文
化
の
壁
を
超
え

て
立
ち
上
が
っ
た
女
性
の
運
動
の
大
き

な
う
ね
り
が
今
回
の
大
規
模
ス
ト
に
集

約
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
っ
て

変
わ
り
つ
つ
あ
る
情
勢
と
社
会

　

今
回
の
女
性
ス
ト
ラ
イ
キ
の
効
果
は

す
で
に
様
々
な
場
面
で
現
れ
始
め
て
い

ま
す
。
本
年
度
の
賃
金
に
関
す
る
団
体

交
渉
に
関
し
て
、
ス
イ
ス
労
働
組
合
連
合

（
S
G
B
）は
2
％
の
賃
上
げ
と
、
女
性
労

働
者
は
さ
ら
に
50
フ
ラ
ン（
約
5
4
0
0

円
）
引
き
上
げ
る
よ
う
交
渉
基
準
と
し
て

定
め
、
賃
金
格
差
是
正
の
手
段
と
し
て
各

種
メ
デ
ィ
ア
は
肯
定
的
に
大
き
く
取
り
上

げ
ま
し
た
。
ま
た
今
年
６
月
21
日
、
ス
イ

ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
労

働
機
関
（
I
L
O
）
総
会
に
お
い
て
、「
仕

事
の
世
界
に
お
け
る
暴
力
と
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
除
去
に
関
す
る
」
第
1
9
0
号
条
約

と
第
2
0
6
号
勧
告
が
採
択
さ
れ
ま
し

す
。
1
9
8
6
年
に
男
女
雇
用
機
会
均

等
法
が
施
行
さ
れ
、
そ
の
後
改
正
・
見
直

し
が
行
わ
れ
、
制
度
は
国
際
レ
ベ
ル
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
適
切
な
運
用
が
な
さ

れ
て
い
な
い
日
本
。
原
則
的
に
父
親
に
１

年
間
の
育
児
休
業
が
認
め
ら
れ
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
同
休
業
を
取
得
し
た
男
性

は
わ
ず
か
５
％
と
い
う
現
実
を
み
る
と
、

先
述
の
W
E
F
レ
ポ
ー
ト
の
結
果
を
認

め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
政
治
に

期
待
で
き
な
い
今
こ
そ
、
労
働
者
が
立
ち

上
が
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
今
回
の
女

性
ス
ト
ラ
イ
キ
を
通
じ
て
深
く
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

法
案
は
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
た

め
、
今
回
の
女
性
ス
ト
ラ
イ
キ
が
確
実
に

政
治
を
動
か
し
た
結
果
で
あ
る
と
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
一
部
の
企
業

の
み
が
独
自
に
認
め
て
き
た
父
親
の
育

児
休
業
は
、
す
べ
て
の
職
場
に
お
い
て
法

律
で
保
障
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
働
く
女
性
が
ス
ト
ラ
イ

キ
に
参
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
公
共
施
設

と
一
部
企
業
の
業
務
が
ス
ト
ッ
プ
し
ま

し
た
。
筆
者
の
娘
の
公
立
小
学
校
に
お
い

て
も
女
性
教
員
に
よ
る
ス
ト
参
加
で
休

校
と
な
り
ま
し
た
。
担
任
の
女
性
教
員
か

ら
女
性
ス
ト
ラ
イ
キ
の
説
明
が
事
前
に

あ
っ
た
よ
う
で
、
子
供
た
ち
な
り
に
、
ス

ト
と
は
な
に
か
、
女
性
の
権
利
と
は
な
に

か
を
話
し
合
う
機
会
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
一
番
ス
ト
発
生
件
数

が
少
な
い
と
さ
れ
る
ス
イ
ス
で
す
が
、
政

治
も
社
会
も
変
わ
ら
な
い
と
き
は
、
自
ら

立
ち
上
が
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
を
目
撃
し
体
感
で
き
た
子
供
た
ち
に

と
っ
て
、
将
来
の
糧
と
な
る
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

　

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
W
E
F
）
の

「
世
界
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
・
レ
ポ
ー 

ト（The G
lobal G

ender G
ap Report

）

2
0
1
8
」
に
よ
る
と
、
日
本
の
男
女
平 

等
度
は
、世
界
1
4
9
カ
国
の
う
ち
1
 
1
 

0
位
、
経
済
・
政
治
分
野
に
限
っ
て
み

る
と
、
世
界
最
低
レ
ベ
ル
と
な
っ
て
い
ま
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１
９
９
８
年
金
属
労
協
に
入
局
。
国
際
局
、
政
策

局
で
主
任
と
し
て
産
業
政
策
、
環
境
政
策
の
立
案

を
は
じ
め
海
外
労
使
紛
争
防
止
ツ
ー
ル
の
作
成
な

ど
に
活
躍
。
２
０
１
０
年
９
月
１
日
か
ら
家
族
同

伴
で
Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部
（
現
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
）

に
赴
任
。
現
在
の
担
当
役
職
は
、
産
業
政
策
・
多

国
籍
企
業
政
策
グ
ル
ー
プ
の
造
船
・
船
舶
解
撤
／

I
C
T

・

電
機
・
電
子
部
門
担
当
部
長
。


